
今、安倍政権の主導の下、イスラエルとの経済関係強化が

急速に進んでいます。しかし、イスラエルはガザ地区に対す

る無差別攻撃により多くの住民を殺害し、180 万人の住民へ

の非人道的封鎖を継続しています。また、国際法違反の入植

地建設によるパレスチナ人からの土地収奪も続いています。 

 こうした犯罪行為に対し、イスラエルへの国際的な制裁を

求める声が少しずつ広がり、今年 3 月には国連人権理事会で、

同国の入植地ビジネスに関わる企業のデータベースを作成す

ることが決議されました。 

 このような状況において、イスラエルとの無人機共同開発

といった動きまで表面化しつつある日本の状況をどう考えれ

ばよいのか、元国連職員の高橋さんの話を伺いたいと思いま

す。また、ガザから日本の大学院に留学されている学生から、

現地の状況について報告していただき、日本の市民社会にお

いて何ができるのか、共に考えたいと思います。 
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【当日プログラム】 

14:00 開会 

14:05 ガザの学生からの報告※ 

14:30 高橋宗瑠さん講演 

15:45 休憩 

16:00 質疑応答 

16:30 主催者から報告・アピール 

16:45 終了 

※パレスチナの平和を考える会で

はガザから関西の大学に留学して

いるパレスチナ人学生2名の学費

支援を行っています。今回、彼等

にガザの状況について報告をして

いただきます。 

元国連職員・高橋宗瑠さん講演＆ガザ出身学生による現地報告 

パレスチナ人は苦しみ続ける——国連と市民社会の役割は何か？ 

2016年 11月 6日（日）午後2時～4時 45分（1時 30分開場） 会場：エルおおさか南館734号室 

【講師プロフィール】高橋宗瑠（たかはし・そうる） 

アムネスティ・インターナショナ

ル日本支部及び国際事務局（ロンド

ン）で勤務した後、国際移住機構（ジ

ュネーブ）や国際連合犯罪防止機関

（ウィーン）などを経て、2009 年

3月より2014年5月まで国連人権

高等弁務官事務所パレスチナ事務所

副所長。2014 年 6 月より、ビジネ

ス・人権資料センター日本代表。著書に『パレスチナ人は苦しみ続ける

—なぜ国連は解決できないのか』（現代人文社、2015 年）。 

会 場 ● エルおおさか南館 734 号室  

行き方 ● 地下鉄・京阪「天満橋駅」より土佐堀 

通を西へ徒歩 5 分。 

参加費 ● 1000 円（学生 700 円） 

申込み ● 不要 

主  催 ● パレスチナの平和を考える会 

連絡先 ● Email: palestine.forum@gmail.com 

Tel: 06-7777-4935（月～土 13:30-17:30 

市民共同オフィス SORA 内） 


